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イザヤ書40章から66章の概略（要点）  
 

イザヤ書40章～66章の構造と流れ
イザヤ書後半（40～66章）は、1～39章（ヒゼキヤ王の時代など）とは異なる新しい流れ。
3つの主要段落に分割：40～43章、43:22～59章、60～66章。
預言→約束→成就（60章以降）の流れで、預言から完成までの道のりが描かれる。
福音書や手紙、黙示録（特に21～22章）で多く引用され、新約時代に成就。

テーマと内容
「闇から光」への移行：旧約の預言が新約時代に成就し、新天新地の実現へ。
バプテスマのヨハネの働き（40:2「荒野に呼ばれる者の声」）から始まり、福音の良い知らせを強
調。
主のしもべ（苦難の僕）やアブラハムの契約（創世記18:18-19）の成就が中心テーマ。
イスラエルが「大いなる国民」となり、義と公正を通じて神の道を歩む。

救いと戦いの枠組み
救いの4つの分類：①主が敵から救う、②民が敵から救われる、③主が不義から救う、④民が不義
から救われる。
敵からの救いと不義からの救いは、アブラハムの契約に基づく。
出エジプト（奴隷からの解放）や申命記（約束の地への入国）のモチーフを反映し、戦いと契約の
試練が強調。

戒めと信仰の強調
偶像崇拝の禁止（「私の外に神はいない」）と主への正しい仕え（「僕」）が重要。
安息日を守り、偽りの礼拝をやめる（56～59章）など、聖なる民としての命令。
申命記や出エジプト記の「10の命令」を背景に、強く雄々しく戦う姿勢を要求。

聖なる民と神の選び
イスラエルは「聖なる民」「宝の民」として神に選ばれ、愛された種族（第1ペテロ2:9）。
神の栄光を告げ知らせるため、闇から光へ召される。

39章と40～66章の繋がり
39章のヒゼキヤのエピソード（バビロン王への財産公開）は、40～66章の預言の背景。
ヒゼキヤの応答（「主の言葉は良い」）は、40～66章の約束（平和とシャローム）の受容を反
映。
バビロン捕囚と解放、イエスによる成就を予示し、福音全体の流れを要約。
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歴史的・神学的意義
1～39章はイザヤの時代（アッシリアやバビロン）に成就、40～66章は未来の預言。
40章以降は具体的な王の名が出ず、新しい時代（新約や終末）を指向。
福音書、手紙、黙示録での引用を通じ、100年後のバビロン解放とイエスの到来で成就。

 

 

イザヤ書40章から66章の概略  
以下は、イザヤ書40章から66章（いわゆる「第二イザヤ」または「第三イザヤ」とされる部分）の詳細な分
析を、提供された動画スクリプトに基づきつつ、構造、テーマ、神学的意義、歴史的文脈、引用の重要性な
どを体系的に整理したものです。スクリプトの内容を忠実に反映しつつ、必要に応じて補足説明を加え、包
括的かつ詳細に解説します。

1. イザヤ書40～66章の全体構造  

1.1 全体の流れと区分  

イザヤ書40～66章は、1～39章（「第一イザヤ」、ヒゼキヤ王の時代やアッシリアの脅威が背景）とは異な
る新しい神学的・文学的流れを持つ。スクリプトでは、これを以下の3つの主要段落に分割して分析してい
る：

40～43章：預言の開始と約束の提示。神の救いの計画とイスラエルの選びが強調される。「荒野に呼ば
れる者の声」（40:2）は、バプテスマのヨハネを予示し、福音の良い知らせの始まりを示す。
43:22～59章：約束から成就への道のり。主のしもべ（「苦難の僕」）や民の戦い、救いの過程が描か
れる。この部分は内容が複雑で、繰り返しや視点の変化（主か民か）が混乱を招くが、敵からの救いと
不義からの救いが中心。
60～66章：預言の成就と完成。新天新地の実現、黙示録（特に21～22章）との関連が強い。神の栄光
と平和（シャローム）が最終的に確立される。

この構造は、預言→約束→成就という大きな枠組みで理解され、旧約の預言が新約時代に成就する神の計画
を反映する。

1.2 サブ構造：4つの救いの分類  

スクリプトでは、43:22～59章を中心に、救いのテーマを4つに分類している：

1. 主が敵から救う：神の力によるイスラエルの敵（バビロンなど）からの解放。
2. 民が敵から救われる：イスラエルが神の救いを受け、敵から守られる。
3. 主が不義から救う：神がイスラエルの罪と不義を赦し、清める。
4. 民が不義から救われる：民が悔い改め、正義と公正の道に戻る。

これらは、40章（開始）と60章以降（完成）で平行的に対応し、全体の一貫性を示す。たとえば、40章では
敵と不義からの救いが約束され、60章以降でその成就が描かれる。
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2. 主要テーマ  

2.1 闇から光への移行  

イザヤ書40～66章は、「闇から光」というテーマで貫かれている。これは旧約の預言が新約時代に成就する
ことを象徴する：

旧約の闇：バビロン捕囚、イスラエルの罪と不義。
新約の光：イエス・キリストの到来、バプテスマのヨハネの働き、新天新地の完成。
特に40:2の「荒野に呼ばれる者の声」は、マタイ3:3やマルコ1:3で引用され、福音の開始を示す。

2.2 アブラハムの契約の成就  

スクリプトでは、創世記18:18-19を引用し、アブラハムの契約が40～66章の基盤であると強調：

アブラハムは「大いなる国民」となり、全ての国々が祝福される（創18:18）。
神がアブラハムを選んだ目的は、子孫が「主の道を守り、正義と公正を行う」こと（創18:19）。
イザヤ書では、イスラエル（ヤコブ）がこの「大いなる国民」として登場し、義と公正を通じて神の約
束が成就する。

2.3 主のしもべ（苦難の僕）  

「主のしもべ」は、52:13～53:12を中心に登場し、イエス・キリストの予型とされる：

苦難を通じて民の罪を贖う僕（53:5-6）は、新約のキリスト論（例：ピリピ2:6-11）に強く影響。
スクリプトでは、僕の働きが30～70年の「導きと道」に結びつき、民と共に戦う姿が描かれる。

2.4 聖なる民の形成  

イザヤ書全体を通じて、イスラエルは「聖なる民」（申命記7:6、14:2）として選ばれる：

神は「聖なる方」（6:3）であり、イスラエルを聖なる国民に変える（第1ペテロ2:9）。
聖なる民は、罪と不義から清められ、闇から光に召される（第1ペテロ2:9）。
このテーマは、40～66章の最終目標である新天新地（65～66章）につながる。

2.5 偶像崇拝の禁止と主への仕え  

43～48章では、偶像崇拝の禁止が繰り返される：

「私の外に神はいない」（44:6、45:5）は、神の唯一性を強調。
偶像を作る行為は、神の創造行為と対比され、偽りの礼拝として戒められる（56～59章）。
「正しく仕える者」（僕）は、主への忠誠を象徴し、安息日の遵守（56:2）や偽りの礼拝の禁止（58
章）に結びつく。

3. 神学的意義  

3.1 旧約と新約の連続性  
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イザヤ書40～66章は、旧約の預言が新約で成就する神の計画を示す：

福音書：40:3（ヨハネの働き）、52:7（良い知らせ）、53:4-6（キリストの贖い）が引用。
手紙：ローマ9～11や第1ペテロ2:9で、イスラエルの選びと聖なる民のテーマが展開。
黙示録：21～22章は、65～66章の新天新地や神の栄光を直接反映。
スクリプトでは、30～70年の「戦いと導き」がイエスの働きと教会の形成に対応し、黙示録の完成に至
ると分析。

3.2 出エジプトと申命記のモチーフ  

40～66章は、出エジプト記（解放）と申命記（約束の地への入国）のモチーフを背景に持つ：

出エジプト的：バビロン（奴隷の家）からの解放（43:16-21）、目と耳が開かれる新しい命（48:6-
8）。
申命記的：約束の地への入国、平和（シャローム）の確立（60～62章）、罪からの清め（65:17-25）。
「強くあれ、雄々しくあれ」（41:10）は、ヨシュア記1:6-9を連想させ、戦いと契約の試練を強調。

3.3 平和（シャローム）と安息  

スクリプトでは、ヒゼキヤの応答（39:8「主の言葉は良い」）が、40～66章の「平和（シャローム）」と
「安息」のテーマを予示：

シャロームは、敵と不義からの救い、新天新地の完成を象徴（66:12）。
安息は、偶像ではなく主に仕える生活（56:2）と結びつき、福音の最終目標。

4. 歴史的文脈  

4.1 1～39章との違い  

1～39章：イザヤの生存時代（紀元前8世紀、アッシリアの脅威）。ヒゼキヤの治世やアッシリアの侵攻
（37～38章）が中心で、預言と成就が同時期に起こる。
40～66章：バビロン捕囚（紀元前6世紀）以降を想定。歴史的王の名がなく、未来志向的。バビロンか
らの解放（紀元前539年、キュロス王による）や新約時代を視野に入れる。

4.2 39章の役割  

39章は、40～66章への橋渡し：

ヒゼキヤがバビロン王に財産を見せる（39:1-2）は、捕囚の予告（39:5-7）につながる。
ヒゼキヤの「主の言葉は良い」（39:8）は、スクリプトでは「生きている間は平和」という利己的解釈
ではなく、40～66章の約束（シャローム）の受容と解釈。ヘブライ語の「トーブ」（良い）や「シャ
ローム」（平和）が、永遠の真理と安息を暗示。

4.3 バビロン捕囚と解放  

40～66章は、バビロン捕囚からの解放（紀元前539年）を直接的背景に持つ：

キュロス王（45:1）が神の「油注がれた者」として登場し、イスラエルの帰還を可能にする。

2025-04-27

4 / 11



しかし、スクリプトはこれを単なる歴史的出来事ではなく、イエスの到来と終末的完成の予型と見な
す。

5. 新約での引用と影響  

イザヤ書40～66章は、新約聖書で頻繁に引用され、キリスト教神学に大きな影響を与える：

5.1 福音書  

マタイ3:3、マルコ1:3、ルカ3:4-6、ヨハネ1:23：40:3の「荒野に呼ばれる者の声」は、バプテスマのヨ
ハネの使命を指す。
マタイ12:17-21：42:1-4の「主のしもべ」がイエスの癒しと義の働きに適用。
ルカ4:18-19：61:1-2の「捕らわれ人を解放する」は、イエスのメシア的使命の宣言。

5.2 使徒の手紙  

ローマ10:15：52:7の「良い知らせを告げる者」が、福音宣教者に適用。
第1ペテロ2:9：43:20-21や62:12を背景に、教会が「選ばれた種族、聖なる国民」と呼ばれる。
コリント第二6:2：49:8の「恵みの時」が、救いの緊急性を強調。

5.3 黙示録  

黙示録21:1-4：65:17-25の「新しい天と新しい地」が直接引用され、終末的完成を描く。
黙示録22:12-14：66:22-24の神の栄光と裁きが反映。

スクリプトでは、これらの引用が40～66章の預言がイエスと教会の時代に成就し、黙示録で最終的に完成す
ることを示すと強調。

6. 分析の課題と解釈のポイント  

6.1 混乱の原因  

スクリプトでは、43:22～59章が特に混乱を招くと指摘：

同じテーマ（救い、戦い、僕）の繰り返しや、主と民の視点の切り替わりが不明瞭。
時間軸（預言、成就、終末）の重層性が、解釈を複雑化。
解決策として、4つの救いの分類や出エジプト・申命記の枠組みで整理。

6.2 ヒゼキヤの応答の再解釈  

39:8の「主の言葉は良い」は、伝統的にヒゼキヤの利己的態度と解釈されるが、スクリプトでは異なる：

「良い」（トーブ）は、神の約束の信頼性と永遠性を肯定。
「平和」（シャローム）は、40～66章の最終目標（新天新地の安息）を予示。
ヘブライ語研究の必要性を指摘し、40～66章全体への応答と見なす。
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6.3 イザヤとヨシュアの連想  

イザヤ（「神の救い」）とヨシュア（「神は救う」）の名前の類似性を強調：

40:9-10の「強くあれ」は、ヨシュア記1:6-9の「強く雄々しくあれ」を想起。
イスラエルの戦いと約束の地への入国が、40～66章の救いの物語に重ねられる。

7. 結論：イザヤ書40～66章の意義  

イザヤ書40～66章は、以下の点で重要な神学的・文学的テキストである：

1. 神の救いの計画の包括性：
バビロン捕囚からの解放（歴史的）、イエスの贖い（新約的）、新天新地の完成（終末的）を統
合。
アブラハムの契約を基盤に、イスラエルと全人類の救いを描く。

2. 旧約と新約の架け橋：
福音書、手紙、黙示録での引用を通じて、キリスト教の中心教理（贖い、聖なる民、新創造）を支
える。
バプテスマのヨハネや主のしもべは、イエスと教会の原型。

3. 聖なる民の召命：
イスラエル（および教会）は、聖なる国民として神の栄光を告げ知らせ、闇から光へ導かれる。
偶像の拒否と主への仕えが、契約の忠誠の核心。

4. シャロームの約束：
ヒゼキヤの「主の言葉は良い」は、40～66章の平和と安息の約束を象徴。
最終的なシャロームは、神の創造の完成（65:17-25）と一致。

8. 補足：スクリプトの独自性と限界  

8.1 独自性  

ヒゼキヤの応答の再解釈：39:8を利己的ではなく、40～66章の預言への信頼として積極的に評価。
4つの救いの分類：敵と不義からの救いを主と民の視点で整理し、構造的理解を助ける。
出エジプト・申命記の強調：モチーフの活用で、40～66章の戦いと救いを旧約全体に位置づける。

8.2 限界  

混乱の指摘：43:22～59章の複雑さを認めつつ、解釈の詳細が曖昧（例：視点の切り替わり）。
ヘブライ語の検証不足：39:8の解釈は興味深いが、ヘブライ語分析の具体性に欠ける。
時間軸の曖昧さ：歴史的（バビロン）、新約的、終末的要素が混在し、明確な区分が難しい。
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イザヤ書40～66章における申命記の影響  
以下は、イザヤ書40～66章における申命記（Deuteronomy）の詳細な影響を、提供された動画スクリプト
を基に体系的に分析したものです。申命記の神学的・倫理的枠組みがイザヤ書40～66章の構造、テーマ、救
いの物語にどのように影響しているかを、具体的な参照箇所やテーマを中心に詳細に解説します。前回の分
析を踏まえつつ、申命記の役割に焦点を絞り、重複を最小限に抑えつつ新たな洞察を加えます。

1. 申命記の概要とイザヤ書への関連性  

申命記は、モーセがイスラエルに与えた律法の再確認と、約束の地入国前の契約の更新を記録した書です
（申1:1-5）。その中心テーマは以下の通りで、これらがイザヤ書40～66章に深く影響します：

神の選びと聖なる民：イスラエルは神の「聖なる民」「宝の民」として選ばれ、契約を守る使命を負う
（申7:6、14:2）。
10の戒めと律法：神への忠誠（一神教、偶像崇拝の禁止、安息日など）が強調される（申5:6-21）。
契約の試練と祝福・呪い：主に従えば祝福、背けば呪い（申28:1-68）。
出エジプトと約束の地：解放の歴史（出エジプト）と未来の入国が救いの原型（申1:6-8、26:5-10）。

イザヤ書40～66章は、バビロン捕囚後のイスラエルの回復を預言し、新約時代や終末的完成を視野に入れま
す。申命記のこれらのテーマは、捕囚からの解放、聖なる民の再形成、契約の成就として再解釈され、40～
66章の神学的骨格を形成します。

2. 申命記の具体的な影響  

以下は、申命記の主要テーマがイザヤ書40～66章にどのように反映されているかの詳細な分析です。

2.1 聖なる民の召命  

申命記の枠組み：

申命記7:6、14:2：「あなたがたは主の聖なる民、宝の民」。神がイスラエルを選び、特別な関係を確
立。
申命記26:18-19、28:9-10：「主の命令を守るなら、聖なる民となる」。従順が聖性の条件。
この召命は、イスラエルが神の栄光を他の国民に示す役割（申4:6-8）と結びつく。

イザヤ書40～66章への影響：

イスラエルの再選：バビロン捕囚でアイデンティティを失ったイスラエルが、「私の民」「選ばれた
者」として再召命される（イザ43:20-21、62:12）。

例：イザ43:1「ヤコブよ、私があなたを造り、イスラエルよ、私があなたを形作った」は、申命記
7:6の選びを反映。

聖なる民の再形成：イザ56～59章は、申命記28:9の「聖なる民となる」条件を再解釈。安息日遵守（イ
ザ56:2）や偽りの礼拝の禁止（イザ58:13-14）は、律法の従順を強調。
新約への拡張：イザ62:12の「聖なる民」は、第1ペテロ2:9（「選ばれた種族、聖なる国民」）に引用
され、教会に適用。申命記の召命が普遍化。
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終末的完成：イザ65:17-25の「新しい天と新しい地」は、申命記4:40（「主の道を守れば長く生き
る」）の約束を、永遠のシャロームとして成就。

影響の意義： 申命記の「聖なる民」は、40～66章で捕囚後のイスラエルに再適用され、罪と不義からの清め
（イザ59:20-21）を経て、新天新地の民として完成。申命記の律法遵守が、イザヤ書の救いと義の物語に変
換される。

2.2 10の戒めと倫理的枠組み  

申命記の枠組み：

申命記5:6-21の10の戒めは、神と民の関係（一神教、安息日）および社会倫理（偽証の禁止など）を規
定。
特に以下が重要：

第1戒：「私のほかに神があってはならない」（申5:7）。
第2戒：「偶像を作ってはならない」（申5:8）。
第4戒：「安息日を守る」（申5:12）。

申命記12:29-31は、異教の礼拝を禁じ、主への純粋な仕えを要求。

イザヤ書40～66章への影響：

一神教の強調：イザ44:6、45:5の「私のほかに神はいない」は、申命記5:7を直接反映。バビロンの偶
像崇拝（イザ46:1-2）に対抗し、神の唯一性を主張。

例：イザ48:11「私の栄光を他に与えない」は、申命記5:7の神の嫉妬深い性質（申5:9）を想起。
偶像崇拝の禁止：イザ44:9-20は、偶像製作を嘲笑し、申命記5:8を強化。イザ48:5では、偶像と神の創
造行為が対比され、申命記12:30-31の異教拒否を反映。
安息日の遵守：イザ56:2、58:13は、「安息日を守り、聖なる日とする」ことを要求。申命記5:12-15の
安息日は、出エジプトの解放を記念するが、イザヤ書では新創造の安息（イザ66:23）に拡張。
偽りの礼拝の禁止：イザ58:1-14は、偽りの断食や礼拝を戒め、申命記12:31（「主が憎むことをしては
ならない」）を背景に持つ。真の礼拝は、正義と公正の実践（イザ58:6-7）に結びつく。
「僕」の概念：イザ42:1、53:11の「主のしもべ」は、申命記5:9-10の「私に仕える者」に呼応。
「僕」は正しい仕えの象徴で、新約のイエス（マタイ12:18）に適用。

影響の意義： 申命記の10の戒めは、40～66章の倫理的・宗教的枠組みを提供。バビロン捕囚後のイスラエ
ルに、偶像拒否と主への忠誠を再教育し、新約の「新しい契約」（エレ31:31-34、イザ59:21）に橋渡しす
る。

2.3 契約の試練と祝福・呪い  

申命記の枠組み：

申命記28:1-68は、契約の従順で祝福（繁栄、勝利）、背反で呪い（捕囚、荒廃）を約束。
申命記8:2-5は、試練を通じて民の忠誠を試し、従順を育てる神の意図を強調。
申命記30:15-20は、「命と死、祝福と呪い」を選び取る民の責任を訴える。

イザヤ書40～66章への影響：
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試練と戦い：イザ41:11-12の「敵との戦い」は、申命記28:7（「敵を打ち破る」）を背景に、捕囚から
の解放を約束。イザ43:16-21は、バビロンの「海を分ける」救いを、出エジプト（申4:34）に重ねる。
祝福の回復：イザ60～62章の繁栄と平和（シャローム）は、申命記28:1-14の祝福（土地の豊穣、国民
の誉れ）を再現。例：イザ61:8-9は、申命記28:12の「全ての民に祝福される」を反映。
呪いからの救い：バビロン捕囚は、申命記28:49-68の「遠方の民による捕囚」の成就だが、イザ49:24-
26は呪いからの逆転を約束。申命記30:1-5（「捕囚から帰還」）と一致。
選択の責任：イザ55:6-7は、悔い改めによる救いを呼びかけ、申命記30:19（「命を選べ」）を想起。
イザ59:20-21は、契約の更新（申30:6）を予示。
終末的視点：イザ65:17-25の新天新地は、申命記28:1-14の祝福を永遠の規模に拡張。申命記の契約が
終末的シャロームに結実。

影響の意義： 申命記の祝福・呪い構造は、40～66章の救いのダイナミクスを形成。捕囚という「呪い」を経
て、悔い改めと神の介入により「祝福」（解放、新創造）が回復。申命記の試練は、イスラエルの戦い（イ
ザ41:10）を支える神の忠実さを強調。

2.4 出エジプトと約束の地のモチーフ  

申命記の枠組み：

申命記1:6-8、26:5-10は、出エジプト（解放）と約束の地への入国をイスラエルの救い史の基盤とす
る。
申命記31:6-7の「強くあれ、雄々しくあれ」は、ヨシュアの指導と入国の励まし。
出エジプトは、神の救いの原型（申4:34）で、契約の忠誠を記念（申5:15）。

イザヤ書40～66章への影響：

出エジプトの再演：イザ43:16-21は、バビロンからの解放を「海を分ける」出エジプト（申4:34）にた
とえる。イザ48:20-21は、「バビロンを出よ」と呼び、申命記26:8の解放を反映。
約束の地への回帰：イザ60～62章のエルサレムの復興は、申命記1:8（「約束の地に入れ」）の成就。
イザ62:1-5は、申命記28:10（「主の民と呼ばれる」）を想起。
「強くあれ、雄々しくあれ」：イザ41:10の「恐れるな、私が共にいる」は、申命記31:6を直接反映。
イザヤ（「神の救い」）とヨシュア（「神は救う」）の名前の類似は、スクリプトで強調され、戦いと
勝利のテーマを強化。
新しい出エジプト：イザ51:9-11は、「ラハブを切り裂く」神の力を呼び起こし、申命記4:34の「大い
なる力」を新約的解放（イエスの贖い）に拡張。イザ65:17-25は、申命記26:9（「乳と蜜の流れる
地」）を新天新地に再解釈。

影響の意義： 申命記の出エジプトと約束の地は、40～66章の救い史の原型。バビロン解放は歴史的出エジプ
ト、イエスの贖いは霊的出エジプト、新天新地は最終的入国として、申命記の物語が多層的に展開。

3. 申命記の神学的意義  

3.1 契約の連続性  

申命記は、シナイ契約（出エジプト記）を更新し、イスラエルのアイデンティティを強化（申29:1）。
イザヤ書40～66章は、バビロン捕囚後の「新しい契約」（イザ59:21、エレ31:31-34）を準備。
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申命記30:6（「心に割礼を施す」）は、イザ55:3（「永遠の契約」）や59:20-21（「贖う者」）に響
き、新約の心の変革（ローマ2:29）に接続。

3.2 新約への橋渡し  

申命記の「聖なる民」は、第1ペテロ2:9や黙示録7:9-10に引き継がれ、教会と終末的民に適用。
申命記5:12-15の安息日は、イザ56:2を経て、ヘブライ4:9-11の「神の安息」に拡張。
イザ53:11の「僕の義」は、申命記6:25（「義となる」）を背景に、イエスの贖い（ローマ3:22）に結
びつく。

3.3 終末的シャローム  

申命記28:1-14の祝福は、イザ66:12-14の「シャロームが川のように」に昇華。
ヒゼキヤの「主の言葉は良い」（イザ39:8）は、申命記30:15-20（「命と祝福を選べ」）を反映し、
40～66章の永遠の平和を予示。

4. 歴史的・文学的影響  

4.1 バビロン捕囚の文脈  

申命記28:49-68は、捕囚を呪いとして予告。イザヤ書40～66章は、申命記30:1-5（「帰還と回復」）に
基づき、キュロス王（イザ45:1）による解放を預言。
申命記の律法遵守の呼びかけは、イザ56～59章の倫理的改革（安息日、正義）に反映。

4.2 ヒゼキヤの応答  

イザ39:8の「主の言葉は良い」は、申命記30:19（「命を選べ」）の精神で、40～66章の約束（シャ
ローム）を受け入れる信仰的応答。申命記の契約の忠誠が背景。

4.3 文学的モチーフ  

申命記の詩的修辞（例：申32:1-43の「モーセの歌」）は、イザ40:1-2や55:12-13の賛美に影響。
申命記31:6の「強くあれ」は、イザ41:10や44:2の励ましに直接響く。

5. 申命記の影響の具体例（参照箇所）  

2025-04-27

10 / 11



申命記 イザヤ書40～66章 テーマ

7:6、14:2（聖なる民） 43:20-21、62:12 イスラエルの選びと再召命

5:7（一神教） 44:6、45:5 偶像崇拝の禁止

5:12（安息日） 56:2、58:13 聖なる礼拝の要求

28:1-14（祝福） 60:1-22、66:12 繁栄とシャローム

30:1-5（帰還） 43:5-7、49:24-26 バビロンからの解放

31:6（強くあれ） 41:10、44:2 戦いと神の臨在

6. 結論：申命記の影響の意義  

申命記は、イザヤ書40～66章に以下の形で決定的な影響を与えます：

1. 神学的基盤：
聖なる民、契約の忠誠、祝福・呪いの枠組みは、40～66章の救い史（捕囚→解放→新創造）を支
える。
申命記の律法は、倫理的改革（イザ56～59章）と新約の心の契約（イザ59:21）に橋渡し。

2. 救いの物語：
出エジプトと約束の地のモチーフは、バビロン解放（歴史的）、イエスの贖い（霊的）、新天新地
（終末的）の原型。
「強くあれ」は、申命記の戦いの精神を継承し、イスラエルの試練を励ます。

3. 新約と終末への展開：
申命記の「聖なる民」は、教会と終末的民に拡張（第1ペテロ2:9、黙示録7:9）。
安息日やシャロームは、新約の安息（ヘブライ4:9）と新天新地（黙示録21:1）に結実。

4. ヒゼキヤの応答との連動：
イザ39:8は、申命記30:19の「命を選ぶ」信仰を反映。40～66章のシャロームは、申命記の祝福の
完成。

申命記は、イザヤ書40～66章を旧約の契約神学に根ざし、新約の福音と終末的希望につなげる鍵です。バビ
ロン捕囚後のイスラエルに、申命記の律法と救いの約束を再適用し、永遠のシャロームへ導く神の計画を照
らします。
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